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●表紙のおはなし●

サポートセンター「つな
がっぺ」の午後のひとと
き。家電製品の変化や昔遊
びを話題に、おしゃべりを
楽しんでいました。皆さん
の博識ぶりにびっくり。

いいたて四季彩景 ● 深まる秋の「あいの沢」

あたり一面が紅葉に染まる晩秋の「あいの沢」｡左手前に見えるのは宿泊体験館「きこり」。

　
震
災
前
、よ
り
質
の
高
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
、先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
飯
舘
村

で
す
が
、全
村
避
難
を
経
験
し
そ

の
影
響
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　
入
居
者
の
安
全
を
第
一
に
、避

難
を
せ
ず
村
内
に
残
っ
た
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム「
い
い
た
て
ホ
ー

ム
」は
、全
村
避
難
中
も
職
員
が

避
難
先
か
ら
通
勤
し
、機
能
を
維

持
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、欠

員
を
補
充
す
る
人
材
確
保
が
十

分
に
行
え
な
い
た
め
、新
た
な
入

居
者
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　「
い
い
た
て
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
」も
、村
内
を
拠
点
に
、村

と
連
携
し
て
業
務
を
継
続
し
て
い

ま
す
が
、現
時
点
で
は
村
内
に
介

護
事
業
所
が
な
い
た
め
、近
隣
市

町
の
事
業
所
に
協
力
を
求
め
て
、

帰
村
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
努
力

を
続
け
て
い
ま
す
。

手
を
取
り
合
っ
て
―

皆
で
考
え
た
い
介
護
の
こ
と

村
外
事
業
所
に

協
力
を
求
め
て

急
速
に
高
齢
化
が
進
む
日
本
社
会
の
課
題
と
し
て
語
ら
れ
る「
介
護
」

の
こ
と
。拡
大
す
る
ニ
ー
ズ
に
人
材
確
保
が
追
い
つ
か
ず
、人
手
不
足
へ

の
対
応
も
急
が
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
、長
期
の
避
難
を
経
験
し
た
地

域
の
原
状
回
復
は
、い
っ
そ
う
容
易
で
な
い
の
が
実
情
で
す
。村
で
は
、帰

村
す
る
村
民
が
安
心
し
て
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、関
係
者
の

取
り
組
み
が
一
歩
一
歩
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

キミ子さんと会うと
こちらが元気を
もらいますよ！

できないところを
手伝ってもらって
助かっています

キ
ミ
子
さ
ん
と
介
護
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん

２
人
の
お
話
は
次
の
ペ
ー
ジ
で
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いろいろな人の力を借りて何とかやってます

　キミ子さんの所は、事業所のヘルパー３人で担当しています。主
に室内の清掃とお風呂の掃除をさせていただいていますが、キミ子
さんから要望があれば、途中で買い物をしてきて料理もします。
　キミ子さんは、積極的に行動されていて、自立した生活をがん
ばっています。こちらが元気をもらいますね。訪問すると、この１週間
の間のできごとを、いろいろと話してくれるので、何に不便を感じて
いるか、何がほしいかなども分かって、お手伝いもしやすいです。
　身だしなみもキレイにされていて、今日もとっても素敵ですね。

１週間分のお話を楽しく聞きながら

取材にうかがった日、幼馴染
の三浦トメノさん（深谷／右
端）が、キミ子さんを訪ねて
来ました。「どうしているか
なあと顔を見に来たの」

菅野キミ子さん
（関根・松塚）

介護ヘルパー
齋藤裕子さん
　　訪問介護おてひめ
　  （伊達市月舘町）

　
帰
村
し
た
高
齢
者
の
方
が

利
用
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
は

ま
だ
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、事

業
所
と
の
調
整
で
、曜
日
や
時

間
帯
の
条
件
が
整
え
ば
、村
内

で
も
訪
問
介
護
や
訪
問
入
浴

な
ど
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス（
自
宅

に
い
な
が
ら
受
け
ら
れ
る
サ
ー

ビ
ス
）を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、送
迎
が
可

能
な
地
区
で
は
、村
外
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

も
い
ま
す
。要
介
護
度
に
応
じ

て
福
祉
用
具
の
貸
与
を
受
け

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
、い
い
た
て
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

な
ど
が
、必
要
に
応
じ
て
訪
問

し
、要
介
護
認
定
の
申
請
手
続

き
の
支
援
や
、ケ
ア
プ
ラ
ン（
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
書
）の
作

成
を
行
い
、村
内
で
利
用
で
き

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
を
、

可
能
な
所
か
ら
一つ
ひ
と
つ
調

整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

中山徹さん
アースサポート福島
　　（福島市）

一
歩
一
歩
を

積
み
重
ね
て
い
ま
す

村
内
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す

各自治体に設置されている地域包
括支援センター。高齢者の暮らし
を支援する地域の拠点として、多
方面の機関と連携して、高齢者と
その家族を総合的にサポートしま
す。村の地域包括支援センター
は、地域活性化センター「いちば
ん館」の中にあります。

各地に設置されている高齢者介護
の相談窓口。高齢者やその家族か
らの相談に応じて、必要なサービ
スが受けられるよう、行政や事業
所などとの間で調整を行います。
高齢者が福祉サービスや介護サー
ビスを受けるための申請の代行な
ども行います。

　「訪問入浴」をご存知でしょうか。居宅サー
ビスの一つで、身体や住環境などさまざまな
理由で「お風呂に入れない」とお困りの方の
ご自宅に、スタッフがお湯を沸かすボイラーを
積んだ車で訪問し、お部屋の中に簡易式の
浴槽を設置して入浴していただくサービスで
す。
　ご本人や介護者の負担軽減や、身体を清
潔に保つ効果はもちろんですが、お風呂に入
ると気持ちがすっきりして、生活意欲の向上
につながります。会話を楽しんでいただきなが
ら進めていきますが、お客様のお話は楽しく、
また勉強にもなりますね。何よりも、喜んでいた
だけることが、私たちスタッフの喜びであり、一
番のやりがいです。
　ケアプランの中に訪問入浴を取り入れてみ
たい方は、担当のケアマネジャーに相談して
みてください。

村地域包括支援センターいいたて在宅介護支援センター

介護保険の居宅サー
ビ ス の １ つ で 、 訪
問介護事業所のヘル
パーが利用者の自宅
を訪れ日常生活のサ
ポートを行います。

訪
問
介
護

介護保険の居宅サー
ビスの１つ。専門の
スタッフが、移動入
浴車で浴槽を利用者
の自宅に運び入浴介
助を行うサービス。

訪
問
入
浴

　訪問介護のヘルパーさんには、週に1度来てもらっています。震災
の時は、このように長引くとは考えずに、家族が分かれて避難をした
けれど、再び同居を考えた時に、２階建ての家で暮らすには、足腰が
弱ってしまっていました。避難前からひざに痛みも抱えていたし、平屋
に建て替えた村の自宅で暮らしたいと、家族に頼んだんですよ。そし
て今年の７月に帰ってきました。お嫁さんや娘が、食料品や日用品を
買って、顔を見に来てくれます。新しく建てた家だから、どこかに泊まり
に来ているような心細さはあるけどね。
　福祉用具として、ベッドと、室内用・外出用それぞれの押し車を借り
て、それも助かっています。外出用の押し車で、天気の良い日は散歩
を欠かしません。ここは見晴らしがいいでしょ。携帯電話をたがえて
ね、途中で何度も休んで景色を眺めながら、ゆっくり散歩します。押し
車は、川俣町にある事業所のデイサービスに行く時も持って行きます。
家まで迎えに来てもらえるのでね。
　デイサービスの他にも、週に1度、サポートセンター「つながっぺ」に
行っています。１人でいるから、人と話しに出かけないとね。体操や踊
りを教えてもらったりして、先生から「笑ってごまかしてもOK！」と言わ
れた時には「見つかっちゃったな」と思ったよ。あとは、地区のミニデイ
にも、参加させてもらっています。
　「村に帰った」と役場に報告に行ったら、その後、村の地域包括支
援センターの保健師さんがすぐに来てくれて、「これを利用してみたら
どうでしょう」「これはあった方がいいですよ」とやってもらいました。本
当にありがたかったですね。
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認知症を
    知ろう

認知症の人に接する時のポイント

認
知
症
の
気
づ
き
の
ポ
イ
ン
ト

● 

同
じ
こ
と
を
何
度
も
言
う

　介護を必要とする人を社会全体で支え合うこ
とを目的に、介護保険法は平成９年に制定され
ました（平成12年施行）｡介護を必要とする人の
生活を支援したり、介護する家族の負担を軽減
したりする介護サービスを、社会の支え合いに
よって充実させていくことを目指しています。

介護保険制度ってどんな制度？

　高齢者の約４人に１人が認知症か、その予備軍と言わ
れるほど認知症は身近な問題になりました。患者さん本
人や、ご家族がＳＯＳを発しない場合もあります。様子がお
かしいと気づいたら、ご本人やご家族に声をかけましょう。
家族も患者さんに行動異常があると、困っていても周囲
の人に相談をしにくいものです。声かけが難しい場合に
は、村の健康福祉課などに相談しましょう。地域全体で認
知症を理解し、行動することが、患者さんとご家族を助け
ることになります。

認知症対策は、本人・家族・行政・地域が総力を挙げて対応する必要
があります。村では来年度より認知症初期集中支援チームを設置し、
認知症対策を強化する予定です。

飯
舘
村
健
康
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー（
医
師
）

　認知症の症状に初めに
気づき、誰よりも一番不安
で苦しいのは本人です。周
囲 の 人 が 認 知 症を正しく
理解することは、認知症に
なっても尊厳をもって最期
まで自分らしく過ごすこと
を支えます。

　認知症は誰でもなる可
能性があり、家族だけでケ
アするのが 難しい 病 気で
す。かかりつけ医や村の健
康福祉課に相談をしましょ
う。様々な職種が連携する
ことで、家族の負担を減ら
すことができます。

認知症は脳が様々な要因で障
害を受け、認知機能が低下した
結果、日常生活に支障をきたし
た状 態です。脳の障 害 部 位に
よって、「もの忘れ」だけではな
くさまざまな症状が出現します。

国立病院機構災害医療センター福島復興支援室に勤務しています。

１  認知症を正しく理解する

　認知症を引き起こす原
因には治療可能なものもあ
ります。早目に専門医療機
関を受診し、適切な診断・
治療をすることで、症状の
進行を遅らせる可能性があ
ります。

こ
は
や
が
わ
よ
し
た
か

小
早
川
義
貴 

先
生

社
会
福
祉
士

谷
川
ひ
と
み 

さ
ん

　
　
　 （
福
島
市
）

谷川社会福祉士事務所を開設し生活や
福祉に関する困り事の相談を受け付け
ている谷川さん。研修講師としても全
国的に活躍されていて、村でも職員の
研修などでお世話になっています。

成年後見制度ってどんな制度？

介護保険制度とはー

制度の仕組み
　介護保険は、40歳になった月から全ての人が
加入し、保険料の支払い義務を負います。65歳
以上の「第1号被保険者」は介護が必要である
と認定されると、認定の程度に応じた介護サー
ビスを受け、介護給付を受給することができま
す。40歳から64歳の「第2号被保険者」は特定
疾病による要介護認定を受けた人のみが介護給
付を受給することができます。

介護サービスを利用するには
　まず村健康福祉課福祉係に｢要介護認定｣の申
請をしましょう。｢要介護認定｣を受け､ケアマネ
ジャーにケアプラン(介護サービスの計画書)を
作成してもらい、サービスの提供を受けます。

　選任された後見人が、法律面や生活面で、本
人が不利益をこうむらないよう支援を行うた
めの制度です。家庭裁判所が後見人を選任する
「法定後見制度」と、任意後見人が家庭裁判所
選任の後見監督人の監督のもとで支援・保護を
行う「任意後見制度」の２つがあります。

成年後見制度とはー

制度のポイント
　もの忘れが起こりやすくなり、お金や通帳の
管理や契約行為が難しくなった時に、生活に困
らないよう利用できる制度で、悪徳商法などの
消費者被害などからも保護されます。

制度利用の相談はー
　制度の内容や手続きについて聞いてみたい方
は、村健康福祉課福祉係または村地域包括支援
センターにお問い合わせください。

制度のはなし

　「困ったな」「しんどいな」
「大丈夫かな」と生活が不安に
なっても、住みたい場所で自分
らしい生活を続けられるよう
に、元気な時から制度の内容や
相談窓口を把握しておけるとい
いですね。

２  「年のせい」にしない ３  家族だけで抱え込まない

　もの忘れが起こりやすくな
り、財産の管理や契約行為に不
安が生じた場合、そのままにし
ておくと、生活にも困りますし
消費者被害などにもあいやすく
なります。支援の必要性を感じ
たら、村の福祉の窓口に相談し
てみてくださいね。

● 

忘
れ
物
や
探
し
物
が
多
く
な
る

● 

約
束
の
日
時
や
場
所
を
間
違
え
る

● 

落
ち
着
き
が
な
く
な
り
、
怒
り
っ
ぽ
く
頑
固
に
な
る

● 

単
純
な
仕
事
や
計
算
に
時
間
が
か
か
る

● 

料
理
を
焦
が
す
な
ど
失
敗
が
多
く
な
る

● 

洋
服
に
気
を
遣
わ
ず
、
同
じ
服
ば
か
り
着
た
り
、

    

だ
ら
し
な
い
格
好
や
季
節
外
れ
の
格
好
が
増
え
る

右
の
初
期
症
状
が
２
項
目
以
上
当
て
は
ま
る
方
は
、

認
知
症
や
前
段
階
で
あ
る
軽
度
認
知
症
（
M
C
I
）

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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誰
も
が
い
ず
れ
、介
護
す
る

人
あ
る
い
は
介
護
さ
れ
る
人

と
し
て
当
事
者
と
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
な
が

ら
、具
体
的
に
利
用
を
意
識
す

る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、介
護

保
険
制
度
一つ
取
っ
て
も「
よ
く

分
か
ら
な
い
」ま
ま
に
過
ご
し

て
い
る
方
が
少
な
く
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
飯
舘
村
は
、お
年
寄
り
が
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く

り
を
、積
極
的
に
進
め
て
い
ま

し
た
。地
域
の
つ
な
が
り
も
強

く
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活

動
も
盛
ん
で
、家
庭
内
に
も
地

域
に
も
、お
年
寄
り
の
活
躍
の

場
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、６
年
間
続
い
た
避

難
生
活
の
影
響
で
、村
の
人
た

ち
の
暮
ら
し
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
避
難
で
多
世
代

家
族
の
核
家
族
化
が
進
み
、震

災
前
の
約
１
７
０
０
世
帯
が
、

約
３
２
０
０
世
帯
に
分
散
し
て

い
ま
す
。ま
た
、農
作
業
が
で

き
な
く
な
っ
て
体
力
が
衰
え
た

り
、知
人
や
地
域
と
の
交
流
が

皆
で
考
え
よ
う

こ
れ
か
ら
の
介
護

途
絶
え
た
り
し
て
、高
齢
者
の

心
身
の
健
康
維
持
も
大
き
な

問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
介
護
は
、そ
う

し
た
状
況
の
変
化
に
も
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
は
工
夫
や
協
力
が
、欠

か
せ
ま
せ
ん
。幅
広
い
世
代
で

関
心
を
持
ち
、介
護
さ
れ
る
人

に
も
介
護
す
る
人
に
も
寄
り

添
え
る
地
域
力
を
取
り
戻
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。困
っ
た
時

こ
そ「
お
互
い
さ
ま
」で
。

介護予防にも取り組もう

　村などが実施しているさまざまな健康
増進事業や交流事業にも、ぜひ積極的に
ご参加ください。

村の介護保険料は
 全国で２番目に高いのです
　介護保険料の基準額は各自治体
によって異なり､所得による違い
もあります。現在の村の介護保
険料は､全国で２番目に高い額に
なっています。避難による生活環
境の変化で､介護サービスの利用
が増加したことなどが影響してい
ると見られます。

お問い合わせや相談は

要介護認定について・介護相談全般

介護サービスを利用する場合、要介護認定や事
業所との調整に一定の期間が必要です。また、
村内で受けられる介護サービスについては、現
在も事業所と調整をしながら進めている段階で
す。村内での利用を希望される方は、できるだ
け早目にご相談を。ご希望と状況とを照らし合
わせながら、介護される方・介護する方にとっ
てよりよい方法を､一緒に考えていきましょう。

・村地域包括支援センター

・村健康福祉課福祉係

在宅介護についての相談

健康教室等の問い合わせ

サポートセンター「つながっぺ」について

・村地域包括支援センター

・いいたて在宅介護支援センター

お茶のみ会（村外）について

・村生涯学習課

・サポートセンター「つながっぺ」

☎0244-42-1626

☎0244-42-1633

☎0244-42-1626

☎0244-68-2144

☎0244-42-0072

☎0244-26-5207

・村社会福祉協議会
☎0244-42-1021

地域お助け合い事業について

・村社会福祉協議会
☎0244-42-1021

※事業内容については広報いいたて6月号P8を参照ください

※日程については広報いいたてお知らせ版にも掲載しています

・村健康福祉課健康係
☎0244-42-1637

　介護保険制度や介護サービスについて
知ることはとても大切。その一方で、介
護予防にも取り組みたいですね。すでに
介護サービスを受けている方も含めて、
現在の身体の機能を維持するための適切
な運動などを、生活の中に上手に取り入
れていきましょう。

「
い
い
た
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
曜

日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
開
い
て
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昼
食
代
は
１
回

５
０
０
円
。
無
料
の
送
迎
は
行
政
区
ご
と
に
曜
日
が
決
ま
っ

て
い
ま
す
。
事
前
の
登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
つ
な
が
っ
ぺ
」
（
☎

０
２
４
４
・
２
６
・
５
２
０
７
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

※
要
介
護
認
定
に
関
わ
ら
ず
ど
な
た
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
「
つ
な
が
っ
ぺ
」
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復
興
を
歩
む

vol.32

赤
蜻
祭

気迫に満ちた演奏で会場を圧倒した特設和太鼓
部。躍動的なバチさばきに熱い思いがほとばしり
ます。今年のスローガン「響き合っていこう」を
体現するような瞬間でした。多彩な発表の一つひ
とつに生徒の思いや絆の強さが表れていて、仮設
校舎で積み重ねられてきた時間がここに結実した
かのような素晴らしい赤蜻祭となりました。

　
11
月
４
日
、福
島
市
飯
野
町
に
あ
る

飯
舘
中
学
校
の
仮
設
体
育
館
で
、恒

例
の
文
化
祭「
赤
蜻
祭（
せ
き
し
ょ
う

さ
い
）」が
行
わ
れ
ま
し
た
。来
年
度
か

ら
村
内
の
校
舎
で
学
校
が
再
開
さ
れ

る
た
め
、こ
の
体
育
館
で
の「
赤
蜻
祭
」

は
、今
回
が
最
後
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
の
は
、

現
在
の
３
年
生
が
小
学
２
年
生
の
学

年
末
。川
俣
中
学
校
の
一
部
を
お
借
り

し
て
新
年
度
を
迎
え
、平
成
24
年
度
か

ら
は
仮
設
校
舎
で
学
ん
で
き
た
生
徒

た
ち
で
す
。

　
今
年
の
赤
蜻
祭
は
、村
の
公
式
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー「
イ
イ
タ
ネ
ち
ゃ
ん
」の
架
空

の
兄
弟「
イ
イ
ハ
ナ
」「
イ
イ
メ
」「
イ
イ

ネ
」に
扮
し
た
生
徒
た
ち
が
、発
表
を

つ
な
い
で
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
に
進
行
。

避
難
の
中
で
育
ん
で
き
た
ふ
る
さ
と
へ

の
愛
着
を
、自
然
体
で
表
現
し
ま
し

た
。

　「
ふ
る
さ
と
学
習
」の
発
表
も
充
実

し
ま
し
た
。継
続
し
て
取
り
組
ん
で
き

た「
田
植
え
踊
り
」は
、今
年
新
た
に

取
り
組
ん
だ「
小
宮
の
田
植
え
踊
り
」

と
、先
輩
か
ら
後
輩
へ
と
つ
な
い
で
き
た

「
飯
樋
町
の
田
植
え
踊
り
」を
、そ
れ

ぞ
れ
に
正
装
で
披
露
。集
大
成
と
も
い

え
る
発
表
で
盛
ん
に
拍
手
を
浴
び
ま

し
た
。

　
ま
た
、「
母
校
」と
な
っ
た
仮
設
校
舎

を
模
型
で
表
現
し
た
り
、村
民
が
回
答

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
分
析
し
た

り
、ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
替
え
歌
で
歌

い
上
げ
た
り
―
。映
像
や
Ｔ
Ｖ
番
組
の

パ
ロ
デ
ィ
ー
を
挿
入
す
る
な
ど
し
て
、

楽
し
い
演
出
に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、全
校
生
徒
で
暗
唱
し
た
、

宮
沢
賢
治
作「
生
徒
諸
君
に
寄
せ
る
」

も
圧
巻
で
し
た
。「
む
し
ろ
諸
君
よ
　

更
に
あ
ら
た
な
正
し
い
世
界
を
つ
く

れ
」と
高
ら
か
に
声
を
張
る
群
読
は
、

生
徒
た
ち
の
決
意
の
よ
う
に
響
い
て
、

観
客
の
胸
を
震
わ
せ
ま
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
迎
え
、生
徒
の
1
人
は

「
村
の
新
校
舎
で
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る

た
め
に
も
、こ
れ
ま
で
の
恩
返
し
を
し

た
い
」と
語
り
ま
し
た
。頭
上
高
く
割

ら
れ
た
く
す
玉
か
ら
は
、紙
吹
雪
と
共

に「
大
成
功
！
」の
垂
れ
幕
。会
場
は
、一

つ
に
響
き
合
っ
た
時
間
の
熱
気
と
余
韻

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

せ
き
し
ょ
う
さ
い
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来
年
度
、
村
内
で
再
開
す
る
認
定

こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　

村
教
育
委
員
会
が
行
っ
た
就
学
意

向
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
、
来
年

度
村
内
学
校
に
90
人
の
就
学
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
来
年
度
就
学
対
象

と
な
る
全
児
童
・
生
徒
４
２
０
世
帯

７
４
２
人
に
配
布
し
、
４
３
２
人
か

ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

調
査
期
間
中
に
は
、
教
育
委
員
会

が
中
心
と
な
り
、
保
護
者
説
明
会
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
な
ど
で
村
外
か
ら
の
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
や
村
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
コ

シ
ノ
ヒ
ロ
コ
さ
ん
デ
ザ
イ
ン
の
認
定

こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
の
新
制
服
が

決
定
し
ま
し
た
。

　

コ
シ
ノ
さ
ん
は
、
震
災
後
に
部
活

動
で
使
用
す
る
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
中

学
校
に
寄
贈
し
た
り
、
小
学
校
で
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
い
た
り
す
る
な

ど
多
く
の
支
援
を
寄
せ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
今
回
の
制
服
も
そ
の
支

援
の
一
環
と
し
て
村
の
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
と
新
し
く
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　

10
月
22
日
、
県
教
育
委
員
会
は
来

年
度
の
相
馬
農
業
高
校
飯
舘
校
の
生

徒
募
集
停
止
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

相
農
飯
舘
校
は
、
現
在
福
島
市
の

仮
設
校
舎
で
県
内
唯
一
の
サ
テ
ラ
イ

ト
校
と
し
て
授
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
県
教
委
が
高
校
の
在
り

方
を
検
討
す
る
た
め
に
国
・
県
・
村

に
よ
る
協
議
会
を
設
置
す
る
ほ
か
、

村
が
「
相
農
飯
舘
校
の
再
生
を
考
え

る
会
」
を
設
置
し
、
新
た
な
学
校
の

形
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　

会
で
は
、
新
た
な
学
校
の
形
に
つ

い
て
有
識
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

▲�来年４月からの学校再開に向け、学校施設の改修工事が進んでいます

▲�（手前）認定こども園、（後左から右）小、中学生用

▲�検討がはじまった相農飯舘校

村
内
学
校
に
90
人
が
就
学
意
向

コ
シ
ノ
ヒ
ロ
コ
ブ
ラ
ン
ド

制
服
デ
ザ
イ
ン

相
農
飯
舘
校　
再
生
協
議

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
教
育
を

村
内
学
校
再
開
に
向
け
て

飯舘村教育委員会調べ 10月27日公表

認定こども園（０～５歳）……… １８人
小 学 校　……………………… ２８人
中 学 校　……………………… ４４人

 合　計　 ……………………… ９０人

飯舘村 最終就学意向調査結果

平成29年度 全国学力・学習状況調査の結果について
今年４月に行われた全国学力・学習状況調査（小学６年生、中学３年生対象）
の結果をお知らせします。

 小学校の学力結果について 
【国語】
●成果は「話す・聞く能力」「書く能力」「関心・意欲・態度」：少人数教育のよさを生かして、一人ひ

とりの発言や発表の機会を増やしたり、きめ細かな指導を行ったりした結果だと考えられます。
●課題は「読む能力」：「内容を正しく理解する力」「内容を整理したり要約したりする力」「読み取った

ことをもとに、自分の考えを述べる力」などを高めるよう、指導の改善を図る必要があります。
【算数】
●成果は「知識・理解」「技能」：少人数教育のよさを生かし、一人ひとりの習熟度等に合わせてき

め細かな指導を行ってきた成果と考えられます。
●課題は「数学的な考え方」：「文章題の題意を読み取る力」「多くの情報の中から必要な情報を選び、

立式したり、表に整理したりする力」などを高めるよう、指導の改善を図る必要があります。

中学校の学力結果について
【国語】
●成果は「話す・聞く能力」「書く能力」「言語についての知識・理解」：国語で育んだ力を、ふるさと

学習のプレゼンテーションやディベート学習などで活用を図っていることが理由として挙
げられます。

●課題は「読む能力」：「内容を正確に理解した上で、自分の考えを述べる力」などを高めるよう、
指導の改善を図る必要があります。

【算数】
●成果は「知識・理解」：習熟度別学習を積極的に取り入れるなど、一人ひとりに寄り添ったきめ細

かな指導の成果であると考えられます。
●課題は「数学的な考え方」「数学的な技能」：「与えられた条件を理解し立式する力」「なぜ、その様な

答えや式になるのかを簡潔に説明する力」などを高めるよう、指導方法を改善する必要があります。

学習状況調査について
●成果は「学習習慣」：幼・小・中で家庭の協力の下、メディアコントロールに取り組んでいること

とも関係があると思われます。
●課題は「規則正しい生活習慣が身に付いていない」「失敗を恐れる」「家庭で親と話す時間が短い」など

今後の改善策について
  ① 小中学校を通して、飯舘型授業スタイルの徹底を図り、思考力・表現力・活用力などの向上を図る。
  ② 家庭学習に意欲的に取り組むことができるよう、方法や内容を工夫する。
  ③ 基本的生活習慣を身に付けられるよう、大人が身をもって手本を示し、一緒に取り組む。
  ④  家庭での子どもとの会話の時間を増やすと共に、子どもが前向きな気持ちになるような言葉掛

けをより積極的に行う。

 　　 　教育課学校教育係 （本庁 ☎０２４４－４２－１６３１）問
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▲杵と臼を使った「餅つき」を体験

　

11
月
９
日
、
草
野
・
飯
樋
・
臼
石

小
学
校
で
い
い
た
て
っ
子
収
穫
祭
が

開
催
さ
れ
、
全
校
児
童
が
自
分
た
ち

で
田
植
え
・
稲
刈
り
を
し
た
お
米
で

お
に
ぎ
り
な
ど
を
作
り
、
と
れ
た
て

の
新
米
を
味
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
ち
米
で
餅

つ
き
を
体
験
。
つ
き
た
て
の
餅
を
雑

煮
、
あ
ん
こ
餅
と
き
な
こ
餅
に
し
て

口
い
っ
ぱ
い
に
頬
張
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
収
穫
祭
に
は
、
職
場

体
験
や
授
業
で
お
世
話
に
な
っ
た
方

を
招
待
し
、
児
童
が
好
き
な
具
材
を

詰
め
た
お
に
ぎ
り
を
振
る
舞
い
ま
し

た
。

▲�自分で作ったおにぎりを口いっぱいに食べる児童

▲�家族の皆さんと一緒に祝いの日を迎えました

▲�保育参観当日、子どもも大人も笑顔です▲�木のぬくもりある室内で、みんなでちくちく ▲�紙粘土は、絵の具で自分の好きな色に色づけ
お母さんが作ってくれた
　　　スタイをつける佐藤一虎くん（３か月）

▲�家族とふれ合う楽しい時間を過ごしました

▲紙粘土で使った
カラフルな花瓶を
作りました

新
米 
い
た
だ
き
ま
す

家
族
み
ん
な
で
迎
え
る

１
０
０
歳

や
ま
ゆ
り
保
育
所 

最
後
の
保
育
参
観

ひ
と
針
、
ひ
と
針 

気
持
ち
を
込
め
て

　

11
月
18
日
、
や
ま
ゆ
り
保
育
所
が

川
俣
町
の
避
難
先
で
の
最
後
の
保
育

参
観
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

は
、
季
節
の
歌
を
家
族
の
前
で
元
気

に
歌
っ
た
り
、
紙
粘
土
を
使
っ
た
花

瓶
を
作
っ
た
り
し
な
が
ら
嬉
し
そ
う

な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

や
ま
ゆ
り
保
育
所
の
機
能
は
、
来

年
４
月
か
ら
村
内
で
開
校
す
る
認
定

こ
ど
も
園
に
移
り
ま
す
。

「家族のおかげですよ」
菅野ツルノさん（比曽）　百歳賀寿

　

11
月
18
日
、
菅
野
ツ
ル
ノ

さ
ん（
比
曽
）が
め
で
た
く
１

０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、

川
俣
町
で
百
歳
の
お
祝
い
百

歳
賀
寿
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

菅
野
さ
ん
は
、
こ
の
日
が

来
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
よ
う
す
で
、
お
祝
い
に
駆

け
つ
け
た
家
族
や
、
県
・
村

の
関
係
者
に「
あ
り
が
と
う
、

あ
り
が
と
う
」
と
に
こ
や
か

な
表
情
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

菅野 ツルノさん（比曽）

長寿の秘訣
　好き嫌いをしないこと。
　適度な運動をすること。

　

11
月
15
日
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
す
く
す
く
で
、
会
津
木
綿
を

使
っ
た
ち
く
ち
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
親
子

は
、
子
ど
も
用
半
袖
シ
ャ
ツ
の
模
様

付
け
や
、
ス
タ
イ
（
よ
だ
れ
か
け
）

を
手
縫
い
で
作
成
。
息
子
さ
ん
用
に

ス
タ
イ
を
作
っ
た
佐
藤
つ
ば
さ
さ
ん

（
伊
丹
沢
）
は
「
会
津
木
綿
の
優
し

い
色
合
い
が
素
敵
。
大
切
に
使
っ
て

い
き
た
い
で
す
」
と
あ
た
た
か
い
表

情
で
感
想
を
話
し
ま
し
た
。

会津木綿とは…
会津地方で古くか
ら野良着などで広
く使用されていた
織物。最近では、
美しい縞柄を生か
した小物などが人
気となっている。
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エースとしての責任を
10区　大内龍太郎選手
　16回目の出場となった今大会。昨年誕
生した息子の前で、区間29位の走りを見
せました。「後輩の目標となるような選手
を目指し、練習に取り組みたい」と次回大
会への意気込みを話しました。

若き選手を支える中学校教諭
16区　高橋良太選手
　村チームの大きな力となっている中学生
をまとめる高橋選手。今年からは浅野純平先
生と朝7時から生徒と練習に取り組み、大会
に臨みました。アンカー区間29位の走りで
ゴールテープを切りました。

来年も村チームで、参加を
６区　監督　佐藤彰洋選手
　「村単独で参加できていることに感
謝。来年も笑顔で大会に参加したい」
　監督兼選手としての出場。次回大
会では、選手としても良い結果が出
せるように誓いました。

　

11
月
19
日
、
第
29
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

（
市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
）

に
村
チ
ー
ム
が
全
区
間
に
単
独
チ
ー
ム

で
の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
選
手
募

集
、
練
習
場
の
確
保
な
ど
の
多
く
の
課

題
を
乗
り
越
え
て
の
参
加
。

　

選
手
は
沿
道
か
ら
の
声
援
を
力
に
変

え
、
力
強
い
走
り
を
見
せ
ま
し
た
。

▲�大会後の解団式では、支えてくれた村や家族、そして仲間への感謝と次回大会への抱負を語りました

仲
間
を
信
じ  

つ
な
ぐ
タ
ス
キ
　
ふ
く
し
ま
駅
伝

９区　大東かりん選手

５区　齋藤幸成選手

11区　佐藤ちさと選手４区　佐藤優也選手

14区　細杉利樹選手

15区　鴫原真
ま

琳
りん

選手

２区 主将 細杉睦
む つ

輝
き

選手 １区　鴫原明
あ

沙
す

茄
か

選手

	総監督	林 　 英 滋（濱田建設工業）
	１区		 鴫原明沙茄（㈱ノモト）
	２区	・主将　
	 		 細 杉 睦 輝（福島工業２年）
	３区		 菅 野 茂 則（消防飯舘分署）
	４区		 佐 藤 優 也（松韻学園福島1年）
	５区		 齋 藤 幸 成（川俣高１年）
	６区	・監督
	 		 佐 藤 彰 洋（消防防災航空隊）
	７区		 神 代 優 太（飯舘中３年）
	８区		 高 野 政 人（飯舘中２年）
	９区		 大東かりん（福島一中３年）
	10区		 大内龍太郎（飯舘社協）

	11区		 佐藤ちさと（日本文化大１年）
	12区		 大 内 匡 泰（㈱菊池製作所）
	13区		 佐 藤 浩 太（福島自衛隊）
	14区		 細 杉 利 樹（飯舘中３年）
	15区		 鴫 原 真 琳（飯舘中3年）
	16 区		 高 橋 良 太（飯舘中教員）
	　　		 浅 野 純 平（飯舘中教員）
	　　		 高 橋 雅 子（村役場）
	　　		 飯 畑 友 貴（相馬消防）
	　　		 赤石澤　愛（村役場）
	　　		 菅 野 龍 聖（福島工業１年）
	　　		 鈴 木 　 拓（飯舘中２年）

第２９回ふくしま駅伝
飯舘村 成績結果

タ　イ　ム　　６時間６分１７秒
総 合 順 位　　　　５２位
村の部順位　　　　１０位
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11
月
17
日
、
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
い

い
た
て
の
竣
工
式
が
現
地
で
行
わ
れ
、

関
係
者
ら
が
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
式

の
中
で
菅
野
村
長
は「
村
の
生
活
環
境

が
ま
た
ひ
と
つ
整
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く

思
う
」と
完
成
を
喜
び
ま
し
た
。
完
成

し
た
葬
儀
所
の
運
営
は
、
ふ
く
し
ま
未

来
農
業
協
同
組
合
が
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
葬
儀
所
の
用
地
、
建
物
、
備

品
購
入
に
は
国
の「
福
島
特
定
原
子
力

施
設
地
域
振
興
交
付
金
」が
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

▲竣工式当日、テープカットで完成を祝しました

▲スクリーン設備のある式場（左）と最大で１００人が利用できる法宴会場（右上下）

▲家族控室

▲湯沸し室

▲浴室▲キッズルーム

　

12
月
１
日
か
ら
、
村
内
葬
儀
所

「
メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル　

い
い
た

て
」
が
開
所
し
、村
内
で
の
葬
儀
・

法
要
な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

大
切
な
と
き
を

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
い
い
た
て

　施設の中には、浴室や湯沸し室を併設した家族
控室、子ども用のキッズルーム・授乳室も整備さ
れています。
　家族、親戚の皆さまでご利用いただけます。

家族、大切な方 と々
　　お過ごしいただけます

　葬儀所は、葬儀のほか、法要にも使うことができます。利用には施設の利用料金と葬儀・法要な
どの費用が別々にかかります。
　ご利用を希望する場合、下記までご連絡ください。（運営を行うふくしま未来農業協同組合に電
話が転送されます。）

メモリアルホール　いいたて
　◦ 住　所 … 飯舘村伊丹沢字伊丹沢８３４番地５
　◦ 利用料 … 通夜から告別式まで　１回３０,０００円　　告別式のみ・法要のみ　１回２０,０００円
　　　　　　　 ※葬儀費用などは、別途かかります。
　　　メモリアルホール　いいたて（☎０２４４－３２－１５９０）

収容人数　式場…１０８人（ホワイエ使用　最大１５０人）　法宴会場…６４人（ホワイエ使用　最大１００人）

浴室

事務所

ホール

ホワイエ式　　場 法宴会場

家族控室

キッズ
ルーム

厨房

更
衣
室

問
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年初めに、お返しを。
「いいたて村の年賀状、ありがとう」 メッセージ 募集
　平成 29 年 11 月１日から、全国の皆さんへの感謝と復興への決意を込めた村オリジナルデザイン年
賀状が福島県内一部郵便局で販売中です。
　そこで、村オリジナルデザイン年賀状を送った方・受け取った方から感想を募集いたします。年初
めの贈り物「年賀状」に、素敵なお返しをしませんか。

⃝募 集 内 容 …  平成 29 年 11 月１日から販売している村オリジナル年賀状を送った方・受け
取った方から年賀状の感想を募集します。

⃝提出様式・方法 …  手紙・FAX・メールなど提出様式は自由です。
⃝募集締め切り …  平成３０年２月１日（当日消印有効）
⃝感 想 提 出 先
　郵 送　〒９６０－１８９２ 福島県相馬郡飯舘村伊丹沢字伊丹沢 580 番地 1
 飯舘村役場 総務課企画係
　　　　 FAX０２４４－４２－１６０１　
　　　　 　　iitateweb@vill .iitate.fukushima.jp

　　総務課企画係 ☎０２４４－４２－１６１３

ラ
オ
ス
交
流

復
興
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

長泥地区において、
環境再生事業で取り組むこと（一部）

除
去
土
壌
再
利
用
へ

長
泥 

環
境
整
備
事
業

　

11
月
22
日
、
環
境
省
・
村
・
長
泥

行
政
区
が
、
村
の
除
染
で
生
じ
た
土

壌
の
再
生
利
用
に
長
泥
地
区
内
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
相
互
確
認

し
、
こ
れ
に
よ
り
、
長
泥
地
区
の
環

境
再
生
・
復
興
に
向
け
た
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
村
内
に
あ
る
フ
レ

コ
ン
バ
ッ
グ
が
長
泥
地
区
に
搬
入
さ

れ
、
一
定
基
準
の
放
射
能
濃
度
で
分

別
し
、
濃
度
の
低
い
土
壌
を
再
生
利

用
土
と
し
て
農
地
の
土
地
造
成
に
再

利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
の
開
始
に
つ
い
て
、
伊
藤
忠

彦
環
境
副
大
臣
は
「
環
境
省
が
こ
れ

ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
で
得

た
知
見
を
活
か
し
、
安
心
・
安
全
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
、
鴫
原
良
友
行
政
区
長
は
「
長
泥

の
復
興
が
や
っ
と
こ
こ
か
ら
ス
タ
ー

ト
で
き
る
。
前
に
進
む
た
め
に
、
区

と
し
て
取
り
決
め
た
」
と
復
興
へ
の

決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
環
境
省
・
村
・
長
泥
地

区
住
民
と
の
協
議
、
有
識
者
の
意
見

を
踏
ま
え
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

　

11
月
17
日
、
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
国
が
新
設
し
た「
復
興『
あ
り

が
と
う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」に
、
震
災

前
か
ら
交
流
の
あ
る
村
が
、
ラ
オ
ス

と
の
交
流
先
と
し
て
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

村
が
選
ば
れ
た「
復
興『
あ
り
が
と

う
』ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」は
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
３
県（
福
島
・
岩
手
・
宮

城
県
）の
市
町
村
が
震
災
の
際
に
支

援
を
受
け
た
国
・
地
域
の
人
た
ち
と

交
流
す
る
際
に
、
国
が
事
業
費
の
一

部
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

　

村
で
は
、
平
成
21
年
に
小
学
生
を

対
象
に
出
前
授
業
を
開
催
。
ラ
オ
ス

が「
お
互
い
様
」の
精
神
を
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
を
学
び
、
学
校
建
設
の

支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
震
災
後

は
、
ラ
オ
ス
か
ら
の
義
援
金
が
村
に

届
け
ら
れ
た
り
、
村
職
員
ら
が
現
地

の
開
校
式
に
駆
け
つ
け
た
り
し
な
が

ら
交
流
を
続
け
ま
し
た
。
今
後
は
、

ラ
オ
ス
の
子
ど
も
た
ち
を
村
の
イ
ベ

ン
ト
や
学
校
行
事
に
招
待
し
、
陸
上

競
技
に
関
す
る
講
演
や
指
導
な
ど
の

交
流
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

▲帰還困難区域の復興への連携が誓われました

▲村が支援して建設したラオスのドンニャイ中学校の開校式

▲11月15日、50ポイント達成者が表彰を受けました

▲施設開放や各種事業は、お知らせ版などでお知らせします

▲�昨年は、中学校での交流が行われました

　○村内の除去土壌を対象に土壌再生に取り組む。

　　※実証事業から開始し、段階的に拡大。

　○ 長泥地区内に借地を行い、仮設施設（再生資
材化施設、資材置き場等）を設置する。

　○事業範囲の線量低減と土地造成を一体的に行う。

　生涯学習課が行う事業に参加することでポイント
が貯まる「いいたて元気アップ・ポイント」をぜひ、
ご利用ください。
　１回（１日）１ポイントが貯まり、ポイント交換は
年２回（11月・３月）になります。
　詳しくは、生涯学習課までお問い合わせください。

○ 生涯学習課主催の講座、教室（ヨガ教室、寄せ植え教室など）
○ 読書活動（公民館図書・移動図書館車（こあら号）の本利用）
○ スポーツ活動（青少年会館の施設開放、プール開放、スポーツ

交流会等）
○ その他、生涯学習課主催の各種事業

５０ポイントを貯めた方へ、表彰状と記念品（５,０００円分
のクオカード）を贈呈します！

　　生涯学習課 （ふれ愛館 ☎０２４４－４２－００７２）

参加して、楽しくポイントゲット！
いいたて元気アップ・ポイント事業

　応募いただいた方の中から、素敵な感想30名の方に村オリジナルデザインてぬぐい、60名の
方には村オリジナル木製「牛」プレートをプレゼント！
　プレゼント対象者の発表については、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。なお、
ご応募いただいた感想は、飯舘村ホームページ・広報いいたてなどで公表させていただきます。

問

問



年賀状発売開始に合わせて
村の広告付き年賀状をPR

いいたて便り

　11月１日、来年のお年玉付き年賀ハガキが全
国一斉に発売となり、村のメッセージ広告付き年
賀ハガキも、県北・相双地域の郵便局で、販売が
スタートしました。福島中央郵便局の販売開始セ
レモニーには、菅野村長が招かれ、先着50人の
購入者に、村産イチゴを使った紅茶のティーバッ
グをプレゼントしました。村の年賀ハガキは、支援
への感謝と復興に向けた思いをこめたデザイン
で、定価より５円安い１枚47円。限定30万枚を、好
評発売中です。P21の関連記事もご覧ください。

セレモニーに招かれた菅野村長。年賀状を購入した
人に記念品を手渡し日頃の感謝も伝えました

森林組合などから道の駅へ
県産材の木製品を寄贈
　11月２日、「いいたて村の道の駅までい館」に、
県産材を活用した木製品の寄贈がありました。
この寄贈は、農林中央金庫が中心となって実施
している復興支援プログラムによるもので、村森
林組合（佐藤長平組合長）、県森林組合連合会
（秋元公夫会長）が、同金庫と連携して行いまし
た。寄贈されたのは、県産材を使った木製ベンチ
10台とパンフレットスタンド２台。どちらも美しい木
目を生かしたデザインで、木をふんだんに使った
道の駅の雰囲気にもマッチしていました。

木製品をお披露目する(左から)佐藤組合長・菅野
村長・秋元会長・船本勝農林中央金庫福島支店長

ヨガ教室は大好評
基本の呼吸から学びました
　11月11日と25日の２回にわたり、交流センター
「ふれ愛館」で、村主催の「ヨガ教室」が開かれ
ました。ヨガインストラクターの千葉留美子さんを
講師に迎え、９人の女性が受講しました。教室で
は基本の呼吸を教わり、インストラクターに合わせ
て動いていきます。無理せず自分の体と相談しな
がら動くことが大切なのだそう。肩こりを改善する
動きなどでは「楽になった」と喜びの声も。いきいき
とした表情で、ヨガの心地よさを体験した皆さん。
「今後も続けてほしいなあ」と話していました。

避難先の友情の証
そっくりの彫像にびっくり!
　福島市成川の信夫雇用促進住宅に避難して
いた大久保岩男さん（宮内）。住宅に近い手作り
の公園を、避難者らの交流に提供していた矢吹
武さんと知り合いました。「大変お世話になりまし
た。毎日のラジオ体操に始まり、春は花見、夏は盆
踊りと交流の機会をいただきました」と大久保さん
は振り返ります。家族と共に相馬市に転居するこ
とになった大久保さんをモデルに、矢吹さんは、趣
味の彫刻で頭像を製作。惜別の手紙を添えて、
大久保さんに贈ってくださったそうです。

発電所前でテープカットに臨む関係者。右より３
人目から、一法師社長・菅野村長・髙橋区長

松塚地区の太陽光発電所が
いよいよ竣工となりました
　10月24日、松塚地区で、「F飯舘太陽光発電
所」の竣工式が行われました。この発電所は、株
式会社NTTファシリティーズが地区と契約して建
設・運用するもので、村内最大規模です。式には
一法師淳社長ら同社の関係者、髙橋文男区長
や地権者などが出席しました。一法師社長は「農
地を保全しクリーンエネルギーを拡大する意義あ
る事業」と竣工を喜び、菅野村長も「収益の一部
を村の基金に入れていただく。農業振興はじめ
復興事業に活用したい」と期待を寄せました。

東北電力から「きこり」に
花いっぱいのプレゼント
　東北電力福島営業所（渡辺隆夫所長）の皆さ
んが、宿泊体験館「きこり」で、パンジーやビオラ
約800株を植えてくださいました。これは同所によ
る｢いいたて村おかえりなさいプロジェクト｣の一
環です。「何かできることはと皆で考えながらやっ
ています」と渡辺所長。飯舘分署と連携し高齢者
宅の電気設備の点検なども行っていただいてい
ます。「きこり」の佐藤峯夫支配人は、手際のよい
作業ぶりに感心し、「震災前も花があふれていた
場所。ありがたい」と感謝を伝えていました。

所員25人で１株ずつプランターへ移植。設置や清
掃までていねいに行っていただきました

ヨガマットの上で、姿勢と呼吸を意識しながら
ポーズを作っていきます。写真は11日のようす

激似の頭像と大久保さん。「体調が許せば帰村し
て､いただいた作品も､再建する自宅に飾りたい」
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１０
24

　
深
谷
地
区
の
住
民
グ
ル
ー
プ

「
フ
ォ
レ
飯
舘
」が
、村
民
の
森「
あ
い

の
沢
」で
、遊
歩
道
や
キ
ャ
ン
プ
場
周

辺
の
清
掃
・
枝
打
ち
・
間
伐
や
、散
策

道
へ
の
チ
ッ
プ
播
き
な
ど
、里
山
の
景

観
形
成
に
配
慮
し
た
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
、里
山
に
携
わ
る
こ

と
か
ら「
手
仕
事
づ
く
り
」「
健
康
づ

く
り
」を
図
る
村
の
事
業
の
一
環
で
、

「
森
林
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対

策
事
業
」を
活
用
し
、今
年
度
か
ら

初
め
て
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

11
15

　
秋
季
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ

た
消
防
訓
練
が
、「
い
い
た
て
村
の
道

の
駅
ま
で
い
館
」で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
に
は
、村
消
防
団
幹
部
と

村
役
場
消
防
隊
が
参
加
。施
設
内
の

消
防
設
備
を
確
認
し
、飯
舘
分
署
の

指
導
を
受
け
て
放
水
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。ま
た
、道
の
駅
の
職
員
も
、初

期
消
火
の
訓
練
に
参
加
。さ
ら
に
は

署
員
に
よ
る
救
出
訓
練
も
行
わ
れ
、

各
参
加
者
が
、緊
急
時
の
対
応
や
連

携
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

分署の署員の指導で放水訓練に臨む参加者たち

開業時間前の道の駅。実際に放水し訓練しました

11   
14 

1０
２２ 

村森林組合の協力で間伐材をチップに加工します

週２回の活動｡｢回数を増やしたい｣と積極的な声も

飯舘村消防団
　　   ＆
  村役場消防隊

つながるアルバム

ふくしま
     再生の会

深谷行政区 やまゆり保育所

　「
や
ま
ゆ
り
保
育
所
」の
ミ
ニ
運
動

会
が
、保
育
所
の
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
芋
掘
り
を
模
し
た
チ
ャ
ン
ス

走
や
カ
ー
ド
合
わ
せ
、障
害
物
走
、リ

レ
ー
な
ど
、手
作
り
の
ア
イ
テ
ム
を
駆

使
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、子
ど
も
た
ち

は
夢
中
。ど
の
子
も
全
力
で
、競
技
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。先
生
方
も
一
人

ひ
と
り
の
頑
張
り
を
拍
手
や
ハ
イ
タ
ッ

チ
で
応
援
。閉
会
式
で
は
、キ
ラ
キ
ラ

の
メ
ダ
ル
も
掛
け
て
も
ら
い
、子
ど
も

た
ち
は
大
満
足
の
表
情
で
し
た
。

　
認
定
N
P
O
法
人「
ふ
く
し
ま

再
生
の
会（
田
尾
陽
一
理
事
長
／
佐

須
）」が
、東
京
大
学
を
会
場
に
報

告
会
を
行
い
、村
か
ら
は
２
地
区
の

農
業
者
や
中
川
喜
昭
復
興
対
策
課

長
が
参
加
し
、現
状
や
今
後
の
計
画

を
報
告
し
ま
し
た
。医
療
・
健
康
・ケ

ア
の
仮
設
訪
問
を
行
っ
て
い
る
会
員

や
、村
を
訪
問
し
て
い
る
企
業
か
ら
は

「
村
の
再
生
に
今
後
ど
の
よ
う
に
参

画
し
て
い
け
ば
よ
い
か
」な
ど
発
言

が
あ
り
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

元気いっぱい張り切って運動会を楽しみました

工夫いっぱいの競技にワクワク！笑顔がこぼれます

会員は全国に約300人います。田尾理事長の報告

佐須地区での取り組みを報告する佐藤公一行政区長
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11
月
の
村
の
動
き
と
主
な
で
き
ご
と

１
日 •

村
の
広
告
付
き
年
賀
状　

発
売
開
始
（
相
双
及
び
県
北
地
方
の
郵
便
局
）

２
日 •

仮
設
住
宅
・
公
的
宿
舎
管
理
人
会
議
（
飯
野
支
所
）

６
日 •

相
馬
農
業
高
校
飯
舘
校
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
協
議
会
（
福
島
県
庁
）

９
日 •

第
29
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
壮
行
会（
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
愛
館
」）

11
～
12
日•

ふ
く
し
ま
フ
ェ
ス
タ
＠
メ
ガ
ウ
ェ
ブ
特
産
品
販
売（
東
京
都・メ
ガ
ウ
ェ
ブ
ト
ヨ
タ
シ
テ
ィ
シ
ョ
ウ
ケ
ー
ス
）

12
日 •

長
泥
地
区
復
興
事
業
住
民
説
明
会
（
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
い
ち
ば
ん
館
」）

14
日 •

第
４
回
事
務
改
善
委
員
会
・
行
政
機
構
改
革
検
討
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）

 
•

秋
季
火
災
予
防
運
動
に
係
る
消
防
訓
練
（
い
い
た
て
村
の
道
の
駅
ま
で
い
館
）

15
日 •

第
３
回
認
定
こ
ど
も
園
教
職
員
採
用
並
び
に
運
営
等
検
討
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）

17
日 •

メ
モ
リ
ア
ル
ホ
ー
ル
い
い
た
て　

竣
工
式
（
伊
丹
沢
地
区
現
地
）

18
日 •

菅
野
ツ
ル
ノ
さ
ん　

百
歳
賀
寿
（
川
俣
町
）

19
日 •

第
29
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会（
ふ
く
し
ま
駅
伝
）出
場（
白
河
市
～
福
島
市
）

21
日 •

第
11
回
議
会
臨
時
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

 
•

第
６
回
学
校
運
営
協
議
会
（
飯
舘
中
学
校
）

 
•

第
３
回
農
業
委
員
会
の
新
制
度
移
行
準
備
委
員
会
及
び
提
言
書
の
提
出（
村
役
場
本
庁
）

22
日 •
第
11
回
農
業
委
員
会
定
例
総
会
（
村
役
場
本
庁
議
場
）

　
　

 •

定
例
教
育
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）

27
日 •

笑
顔
つ
な
ぐ
ま
ち
交
流
事
業
（
福
島
市
・
飯
坂
温
泉
）

29
日 •

第
５
回
事
務
改
善
委
員
会
・
行
政
機
構
改
革
検
討
委
員
会
（
村
役
場
本
庁
）
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入札日／ 7月3日（単位：円）
工事（業務）の番号・名称 契約額（税込） 請負業者 完成予定

第１４号 井戸掘削（ボーリング）工事（飲料水安全
確保支援事業）（比曽字下比曽地内） 3,672,000円 庄建技術㈱ 平成29年

10月中旬
第１５号 井戸掘削（ボーリング）工事（飲料水安全
確保支援事業）（比曽字中比曽地内） 3,672,000円 庄建技術㈱ 平成29年

10月下旬
第１６号 井戸掘削（ボーリング）工事（飲料水安全
確保支援事業）（飯樋字八和木地内） 3,672,000円 庄建技術㈱ 平成29年

10月中旬

第１号　帰還再生生活道路整備工事（前田字福田地内） 17,820,000円 濱田建設工業 平成29年
11月中旬

第２号　帰還再生生活道路整備工事（前田字豊栄地内） 13,662,000円 ㈲渡建工業 平成29年
11月中旬

第３号　帰還再生生活道路整備工事（前田字広平地内） 14,580,000円 ㈱英工務店 平成29年
10月下旬

飯樋町裏線側溝補修工事（飯樋字町地内） 1,522,800円 ㈱東栄 平成29年
10月下旬

第１号　村道除草業務（村内一円） 1,933,200円 ㈱東栄 平成29年
10月下旬

第１号　村有施設草刈業務（１）（伊丹沢字伊丹沢地内） 4,546,800円 大藤造園㈱ 平成29年
10月下旬

第２号　村有施設草刈業務（２）（草野字大師堂地内外） 5,508,000円 濱田建設工業㈱ 平成29年
10月下旬

第３号　村有施設草刈業務（３）（臼石字田尻地内外） 5,886,000円 ㈱英工務店 平成29年
10月下旬

第４号　村有施設草刈業務（４）（伊丹沢字山田地内外） 1,080,000円 ㈲福相建設 平成29年
10月下旬

第５号　村有施設草刈業務（５）（飯樋字町地内外） 7,020,000円 ㈲渡建工業 平成29年
10月下旬

第６号　村有施設草刈業務（６）（深谷字市沢地内） 4,590,000円 濱田建設工業㈱ 平成29年
10月下旬

第１号　河川除草業務　（小宮～草野地内） 14,472,000円 ㈲渡建工業 平成29年
12月下旬

第２号　河川除草業務　（草野～松塚地内） 13,392,000円 濱田建設工業㈱ 平成29年
12月下旬

第３号　河川除草業務　（松塚～二枚橋地内） 14,104,800円 ㈱英工務店 平成29年
12月下旬

第４号　河川除草業務　（小宮地内） 16,524,000円 ㈲福相建設 平成29年
12月下旬

第５号　河川除草業務　（飯樋地内） 16,524,000円 横山建設工業㈱ 平成29年
12月下旬

第６号　河川除草業務　（草野地内） 10,821,600円 ㈱東栄 平成29年
12月下旬

第７号　河川除草業務　（蕨平～比曽地内） 9,720,000円 滝建設工業㈱ 平成29年
12月下旬

第８号　河川除草業務　（飯樋地内） 4,320,000円 ㈲福相建設 平成29年
12月下旬

農道大森線改良舗装工事（深谷字大森地内） 42,660,000円 ㈲福相建設 平成29年
12月下旬

第１号　営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西
部その１）用排水路施設等保全工事（関根・松塚地内） 29,808,000円 濱田建設工業 平成29年

12月下旬
第２号　営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西
部その１）松塚中堰補修工事（松塚字麦搗地内） 27,000,000円 日本自動機工㈱東北支店 平成29年

12月下旬
第１号　営農再開支援水利施設等保全事業（飯舘西
部その１）松塚上堰補修工事（松塚字麦搗地内） 23,544,000円 日本自動機工㈱東北支店 平成29年

12月下旬
第１号　農業基盤整備促進事業（深谷地区） 
農業基盤整備測量設計業務（深谷字原前 地内） 27,000,000円 ㈲御堂測量設計事務所 平成30年

２月下旬

公用車購入（建設課） 2,837,160円 飯舘自動車工業 平成29年
７月下旬

飯樋小学校ポンプ棟改築工事設計業務 1,080,000円 ㈱清水公夫研究所 平成29年
９月下旬

仮設幼稚園建築確認申請業務 1,026,000円 ㈱システムハウスアールアン
ドシー福島支店

平成29年
８月下旬

飯舘中学校産業廃棄物等処理業務 2,268,000円 ㈲福相建設 平成29年
８月上旬

飯舘村スポーツ公園整備工事監理業務委託発注者
支援業務 8,262,000円 （一財）ふくしま市町村支援機構 平成30年

３月下旬

入札結果をお知らせします
おしらせ

い
い
た
て 

新
春
　
村
民
の
つ
ど
い

　　総務課企画係 （本庁☎ ０２４４－４２－１６１３）問

　

新
春
村
民
の
集
い
が
、
村
内
に
戻
っ
て
き
ま
す
。

家
族
、
友
人
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し
く
だ

さ
い
。
新
し
い
年
を
、
村
で
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
、
同
封
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

開催日時
平成３０年１月２１日
　　午前９時３０分　開場
　　午前１０時　　　　オープン
会 場　交流センター「ふれ愛館」

プログラム

午前９時30分	開場

午前10時	 オープニングセレモニー
　　	 10大ニュースの発表
　　	 小学生合唱ステージ

午前11時　	 パフォーマンス書道
　　　	 飯舘お母さんコーラス
　　　	 さとう宗幸さんコンサート

午後０時15分	豪華景品が当たる！
　　　　	 大抽選会

　　　45分	 おひらき

「わんだフルまで
い大使」

村出身災害救助犬
じゃがいも君も

やってくる！



お く や み誕生おめでとう
氏　　　名 年齢 行 政 区

杉　岡　　　亨 87 小宮

中　川　貞　子 88 宮内

菅　野　進　一 67 関沢

圓　谷　福　義 68 蕨平

赤石沢　　　強 52 草野

髙　橋　正　三 63 臼石

髙　野　ヨシ子 90 小宮

佐久間　　　正 80 深谷

佐　藤　ハギノ 84 大倉

（平成 29 年 10 月 31 日現在）
ひとの うご き

人口 　　　今　月　（前月比） 
男 2962 人 （－3）
女 2972 人 （－9）
計 5934 人 （－12）

世帯数 1811 戸 （＋4）

10月１日～ 31日までの
◆◆◆ 人口動態 ◆◆◆

転入 5 人
転出 8 人
出生 4 人
死亡 4 人

（住民基本台帳人口）

ご冥福をお祈り申しあげます
（10月21日から11月20日までに届け出のあったものを掲載）

※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し出てください。

赤ちゃんの名前 親の氏名 行 政 区

髙　橋　慶
けい

　仲
な

 くん 和徳・あゆみ 関根・松塚

佐　藤　朱
しゅ

　李
り

 くん 雄我・愛 二枚橋・須萱

菅　野　結
ゆ

　月
づき

 ちゃん 翔太・絢香 草野

小　林　あおい ちゃん 光平・めぐみ 飯樋町

すくすくと元気に育ってね
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昔
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
電
メ
ー
カ
ー
で
こ
ん
な
話
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。
３
人
の
営
業
マ
ン
に
対
し
社
長
が
「
冷
蔵
庫
を
世
界
に

売
り
た
い
の
だ
が
、
ど
こ
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
ら
い
い
だ
ろ

う
か
」と
。
す
る
と
、１
人
は「
や
っ
ぱ
り
先
進
国
で
し
ょ
う
」と
。

も
う
１
人
は
「
熱
帯
地
域
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。
３
人
目

の
営
業
マ
ン
は
「
私
は
シ
ベ
リ
ア
の
寒
冷
地
だ
と
思
い
ま
す
」
と

答
え
た
そ
う
で
す
。

　

３
人
目
の
答
え
が
予
想
外
だ
っ
た
の
で
社
長
が「
ど
う
し
て
？
」

と
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
寒
冷
地
に
住
む
人
は
、
肉
食
を
好
む
は
ず
な

の
で
外
に
肉
を
お
い
て
い
て
は
、
カ
チ
ン
カ
チ
ン
に
凍
る
し
、
家

の
中
に
お
い
て
は
暖
房
が
き
い
て
い
る
の
で
す
ぐ
腐
っ
て
し
ま
う

は
ず
。
そ
の
点
、
冷
蔵
庫
が
あ
れ
ば
凍
る
こ
と
も
腐
る
こ
と
も
な

い
の
で
必
ず
売
れ
る
と
思
い
ま
す
」
と
。
そ
の
結
果
、
冷
蔵
庫
は

シ
ベ
リ
ア
で
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
た
そ
う
で
す
。

　

２
人
の
靴
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
砂
漠
に
行
っ
た
時
、「
誰
も
履

い
て
い
ま
せ
ん
。
売
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
報
告
し
た

セ
ー
ル
ス
マ
ン
に
対
し
、も
う
１
人
は「
誰
も
履
い
て
い
ま
せ
ん
。

必
ず
売
れ
ま
す
。
す
ぐ
送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
と
い
う
話

は
つ
と
に
有
名
な
話
で
す
。
つ
ま
り
、
ノ
ー
と
い
う
現
象
や
悲
観

的
な
こ
と
を
前
例
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
前
向
き
に
考
え
る
と
以
外
と

道
が
開
け
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

前
例
が
な
い
、
こ
の
全
村
避
難
。
大
変
な
災
害
か
ら
何
か
新
し

い
も
の
を
得
よ
う
と
す
る
と
、
事
が
進
ん
だ
り
、
道
が
開
け
る
と

い
う
こ
と
が
あ
る
は
ず
で
す
。
前
例
が
な
い
こ
の
災
害
を
、
少
し

で
も
チ
ャ
ン
ス
に
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

　

平
成
29
年
11
月
20
日　

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

「前例がない」を
「大きなチャンス」に

● 

ひ
と
か
た
る 

も
の
が
た
り 

● 

第
９
回

志
賀 

三
男 

さ
ん
（
蕨
平
）

　
震
災
前
の
蕨
平
地
区
で
は
、専
業

農
家
や
林
業
に
携
わ
る
人
が
、か
な

り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。後
継

者
不
足
が
進
ん
で
い
て
、高
齢
者
だ

け
の
世
帯
も
多
く
な
っ
て
い
ま
し
た

ね
。我
が
家
は
数
少
な
い
専
業
農
家

の
１
軒
で
、稲
作
や
畜
産
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。私
は
牛
の
人
工
授
精
も

行
っ
て
い
た
の
で
、飯
舘
牛
の
生
産
に

も
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
村
内
の
企
業
に
勤
め
て
い
た
息
子

は
、震
災
の
年
の
３
月
末
で
退
職
し
、

農
家
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。そ
れ
に
合
わ
せ
て
新
し
い
牛
舎

を
建
て
て
い
た
の
で
す
が
、そ
れ
が

完
成
す
る
前
に
、震
災
が
や
っ
て
き

もうすぐ、年の瀬。身も心もバタバタしてしまいそうで…。

　今年ももう12月です。これから年の瀬に向けて忙しくなり、充実した思いで過ごされ
る方もたくさんおられるでしょう。そんな時の私たちは、「現在」に没頭しています。
　私たちは時々、｢過去｣にとらわれることもあります。一年を振り返って、自分を責めた
り悔やんだりするかもしれません。これも良い将来を創るための学びとして大切です。
　このように私たちは「現在」や「過去」にとらわれやすいのですが、時には「良い未
来」を想像して、来るべき2018年を迎える準備を進めるのはいかがでしょうか。未来
から現在の自分を眺めてみましょう。

蕨平行政区長｡震災前は専業農家｡牛
の人工授精を行う資格を持ち､JAそ
うま和牛改良組合長も務めていまし
た｡現在は伊達市に住んでいます。

ま
し
た
。14
頭
い
た
親
牛
は
、全
て

処
分
。そ
の
時
の
、県
や
全
農
と
の

話
し
合
い
も
大
変
で
し
た
ね
。

　
私
の
家
は
、地
震
の
揺
れ
で
土
壁

が
落
ち
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
応
急
処

置
を
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、次
第
に

傷
ん
で
床
も
抜
け
て
し
ま
い
、避
難

の
後
は
、自
宅
に
戻
っ
て
も
、休
憩
す

る
だ
け
で
、泊
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
は
解
体
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
で
、

再
建
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
蕨
平
に
、除
染
廃
棄
物
の
減
容
化

施
設
を
造
り
た
い
と
い
う
国
の
話
を

聞
い
た
時
は
、ど
う
い
う
施
設
な
の

か
も
分
か
ら
な
い
し
、「
危
険
じ
ゃ
な

い
の
か
」「
な
ん
で
蕨
平
な
ん
だ
」と

反
対
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。け
れ

ど
、そ
れ
か
ら
環
境
省
と
の
話
し
合

い
が
何
度
か
あ
っ
て
、安
全
性
に
つ
い

て
も
徐
々
に
理
解
が
進
ん
だ
と
こ
ろ

で
、住
民
の
１
人
が
言
っ
た
ん
で
す
。

「
反
対
ば
か
り
で
は
前
に
進
め
な

い
。引
き
受
け
た
ら
い
い
」と
ね
。村

内
に
候
補
地
が
３
か
所
あ
り
、他
の

２
か
所
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ

た
。「
や
む
な
し
」と
心
が
決
ま
っ
た

ん
で
す
。「
復
興
の
た
め
だ
」と
皆
が

納
得
し
地
区
と
し
て
受
け
入
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
も
そ
も
蕨
平
は
、昔
か
ら
横
の

つ
な
が
り
の
強
い
と
こ
ろ
で
、皆
家
族

み
た
い
な
も
の
だ
っ
た
。ぼ
た
餅
作
れ

ば
、隣
近
所
に
お
す
そ
分
け
し
た
り

し
て
ね
。「
ま
で
い
の
心
」の
典
型
か

も
知
れ
な
い
。地
区
の
規
模
が
小
さ

い
か
ら
、助
け
合
い
な
が
ら
や
っ
て
き

た
ん
だ
ね
。そ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
避

難
し
て
、そ
れ
で
も
年
に
２
、３
回
は

集
ま
っ
て
、将
来
の
こ
と
、地
区
と
し

て
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、意
見
を
交

わ
し
て
き
た
。解
決
策
は
な
か
な
か

出
て
こ
な
い
け
れ
ど
、こ
れ
か
ら
も

話
し
合
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
自
分
の
今
後
に
つ
い
て
も
、考
え
る

の
は
こ
れ
か
ら
。い
つ
か
ま
た
、声
が

か
か
れ
ば
、牛
の
人
工
授
精
の
仕
事

も
や
っ
て
み
た
い
け
ど
ね
。

心も自分も大切に。

堀先生

「心の健康相談」お問い合わせは 健康福祉課健康係（いちばん館内）☎0244-42-1638まで

精神科医　
ほりメンタルクリニック院長

堀 有伸 先生

おしえてくんちぇ   堀先生!
村民の皆さんからの相談に、堀先生がお答えします

相 談
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子ども広場

いいたて愛（よさこい踊り）

草野・飯樋・臼石小学校

イイタネちゃん

　　 までい大使（司会）
菅原美智子アナウンサー

閉会セレモニー

母心（漫才）

飯
舘
中
学
校
（
田
植
え
踊
り
）

い
い
た
て
フ
ラ
ク
ラ
ブ

草野・飯樋幼稚園

総合文化展　（村長賞）

未来へつながろう
フォトストーリー

　
10
月
28
日
・
29
日
の
２

日
間
に
わ
た
り
、交
流
セ

ン
タ
ー「
ふ
れ
愛
館
」で
、

「
い
い
た
て
村
文
化
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
出

品
し
た「
総
合
文
化
展
」

に
は
、創
造
性
豊
か
な
作

品
が
並
び
ま
し
た
。
ま

た
、音
楽
や
舞
踊
、伝
統

芸
能
の
披
露
や
ス
テ
ー
ジ

発
表
も
多
彩
で
、ホ
ー
ル

の
催
し
も
充
実
。特
別
ゲ

ス
ト
の
お
笑
い
コ
ン
ビ「
母

心
」の
漫
才
も
、皆
で
大

笑
い
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。２
日
間
の
来
場
者
は
、

の
べ
１
１
０
０
人
。た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
交
流
し
、

文
化
の
秋
を
満
喫
し
ま

し
た
。第34回いいたて村文化祭
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